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2009.2◎ 旧市町の資産と負債
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　本市では、市民の皆さまに財務状況を伝えるため、企業会計的手法を用いて貸借対照表（バラン
スシート）を作成しました。これによって、道路や学校などの整備にどれだけお金を使ってどれだ
けの資産が蓄積されているか、また、それを整備するための資金としてどれだけの負債があるかが
わかりやすくなっています。

　

一
般
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
い
う
と
、
民

間
企
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
思
い
ま

す
が
、
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
全
国

の
市
町
村
が
共
通
の
資
料
で
容
易
か
つ
継
続

的
に
作
成
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
、
総
務
省

が
示
し
た
基
準
を
用
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
作
成
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
国

（
総
務
省
）
の
「
地
方
財
政
状
況
調
査
（
決

算
統
計
）」
を
も
と
に
、
旧
大
口
市
、
旧
菱

刈
町
に
分
け
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
会
計
は
一
般
会
計
で
、
数
値

は
昭
和
44
年
度
以
降
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
れ

ば
、
旧
大
口
市
が
資
産
総
額
３
３
１
億
円
、

負
債
１
３
１
億
円
、
正
味
資
産
２
０
０
億
円

と
な
っ
て
お
り
、
資
産
の
内
訳
は
、
有
形
固

定
資
産
が
２
９
４
億
円
で
資
産
の
約
89
％
を

占
め
、
残
り
が
貸
付
金
や
基
金
・
未
収
金
な

ど
37
億
円
で
す
。
旧
菱
刈
町
が
資
産
総
額

１
９
４
億
円
、
負
債
64
億
円
、
正
味
資
産

１
３
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
資
産
の
内
訳

は
、
有
形
固
定
資
産
が
１
６
９
億
円
で
資
産

の
約
87
％
を
占
め
、残
り
が
貸
付
金
や
基
金
・

未
収
金
な
ど
25
億
円
で
す
。

　

負
債
は
、
将
来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
債
務
、
す
な
わ
ち
後
世
代
が
負
担
す
る
借

金
を
表
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
旧
大
口
市

の
市
債
総
額
が
96
億
円
で
負
債
の
約
73
％
を

占
め
、
退
職
引
当
金
は
、
23
億
円
で
負
債
の

約
18
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
旧
菱
刈
町
で
は

町
債
総
額
が
51
億
円
で
負
債
の
約
80
％
を
占

め
、
退
職
引
当
金
は
、
７
億
円
で
負
債
の
約

11
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

正
味
資
産
は
、
現
在
ま
で
の
世
代
が
既
に

負
担
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
正
味
価
値

の
こ
と
で
す
。
旧
大
口
市
が
２
０
０
億
円

で
、
内
訳
は
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
が
86
億

円
、
市
独
自
の
財
産
で
あ
る
市
税
な
ど
の
一

般
財
源
は
１
１
４
億
円
で
す
。
旧
菱
刈
町
が

１
３
１
億
円
で
、
内
訳
は
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
が
57
億
円
、
町
税
な
ど
の
一
般
財
源
は

73
億
円
で
す
。

資産
～バランスシートによる旧大口市・旧菱刈町の財政状況～

自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

作　

成　

の　

前　

提

旧
大
口
市
３
３
１
億
円

旧
菱
刈
町
１
９
４
億
円

旧大口市
　資　　産　  　331 億円

　負　　債　131 億円
　正味資産　200 億円

旧大口市民１人あたり
　資　　産　　  153 万円

　負　　債　  61 万円
　正味資産　  92 万円

旧菱刈町
　資　　産　　  194 億円

　負　　債　  64 億円
　正味資産　130 億円

旧菱刈町民１人あたり
　資　　産　　  205 万円

　負　　債　  67 万円
　正味資産　138 万円

　バランスシートは、その時点

における「地方自治体の財政状

況」を表したものになります。

　表の左側（借方）を「資産の部」とし、

どれだけの持ち物があり、将来にわた

ってどれだけの行政サービスを提供す

ることができるかを記載しています。

　また、表の右側（貸方）には資産形

成の源となった資金が、「負債の部」

と「正味資産の部」に分けて記載され

ており、「資産の部＝負債の部＋正味

資産の部」という形で左右の均等がと

れています。

　表の右側（貸方）の「負債の部」は、

将来に向けて返済の必要のあるもの

で、「正味資産の部」は既に支払いが

済んでいて、次の世代に引き継ぐ正味

価値のことです。

借方 貸方

【資産の部】
将来にわたって提供
される行政サ－ビス

【負債の部】
将来返済すべき債務

【正味資産の部】
将来に引き継ぐ資産
の価値

資
産
総
額
は

旧大口市
旧菱刈町 の と負債
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【資産の部】（市･町が保有している資産） 【負債の部】（将来返済しなければならない債務）

１．有形固定資産 旧大口市 旧菱刈町 １．固定負債 旧大口市 旧菱刈町

（１）総務費（庁舎） 810（2.4％） 1,237（6.4％） （１）市債・町債（国・銀行から
の借り入れ金） 9,625（29.1％）5,088（26.2％）

（２）民生費（こころ館・まごし館） 866（2.6％） 1,207（6.2％） （２）債務負担行為（将来支払義務
のあるもの ） 0（0.0％） 0（0.0％）

（３）衛生費（浄化槽・廃棄物処分場） 1,380（4.2％） 130（0.7％） 　①物件の購入 0（0.0％） 0（0.0％）

（４）労働費 0（0.0％） 0（0.0％） 　②債務保証又は損失補てん 0（0.0％） 0（0.0％）

（５）農林水産業費（農道・林道） 3,201（9.7％）2,787（14.4％） （３）退職給与引当金
（市･町職員が全員退職した場合の退職金）

2,322（7.0％） 682（3.5％）

（６）商工費（公園・観光施設） 630（1.9％） 383（2.0％）
　固定負債合計 11,947（36.1％）5,770（29.7％）

（７）土木費（道路・市町営住宅）14,701（44.4％）8,350（43.0％）

（８）消防費（消防施設） 155（0.5％） 126（0.6％） ２．流動負債（１年以内の返済額）

（９）教育費（小中学校） 7,528（22.7％）2,718（14.0％） （１）翌年度償還予定額
（平成20年度に償還する市町債元金相当額）

1,151（3.5％） 595（3.1％）

（10）その他 156（0.5％） 0（0.0％） （２）翌年度繰り上げ充用金 0（0.0％） 0（0.0％）

　有形固定資産　合計
　（内　土地）

29,426（88.9％）
 （5,304）

16,937（87.2％）
 （3,681） 　流動負債合計 1,151（3.5％） 595（3.1％）

２．投資・その他の資産

（１）投資及び出資金（団体等） 66（0.2％） 15（0.1％）

　負債合計 13,097（39.6％）6,365（32.8％）（２）貸付金（貸付制度残高） 399（1.2％） 282（1.5％）

（３）基金 740（2.2％） 539（2.8％）

　①特定目的基金（公共施設建設） 303（0.9％） 342（1.8％） 【正味資産の部】（これまでの世代が負担したもの）

　②土地開発基金（土地先行取得） 414（1.3％） 145（0.7％）

１．国庫支出金
（建物建設などに使われた国のお金の累計）

5,917（17.9％）4,011（20.7％）　③定額運用基金（定額資金運用） 24（0.1％） 52（0.3％）

　投資などの合計 1,205（3.6％） 836（4.3％）

３．流動資産

２．県支出金
（建物建設などに使われた県のお金の累計）

2,716（8.2％） 1,739（9.0％）（１）現金・預金 1,885（5.7％） 1,456（7.5％）

　①財政調整基金（年度間の財源
不均等の調整） 1,517（4.6％） 1,052（5.4％）

　②減債基金（市債償還） 149（0.4％） 125（0.6％）

３．一般財源など
（建物建設などに使われた市のお金の累計）

11,361（34.3％）7,301（37.6％）　③歳計現金 220（0.7％） 279（1.4％）

（２）未収金 575（1.7％） 187（1.0％）

　①地方税（市税などのうち翌年
度以降の収入見込み） 191（0.6％） 74（0.4％）

　正味資産合計 19,994（60.4％）13,051（67.2％）　②その他（国庫補助金・市債などのう
ち翌年度以降の収入見込み） 384（1.2％） 112（0.6％）

　流動資産合計 2,460（7.4％） 1,643（8.5％）

　資産合計 33,091（100.0％）19,416（100.0％） 　負債・正味資産合計 33,091（100.0％）19,416（100.0％）

平成19年度普通会計バランスシート

貸　　　　　方借　　　　　方
平成20年３月31日現在（単位：百万円）

※債務負担行為に係る補償等      旧大口市   旧菱刈町
　①物件の購入等に係るもの       25 百万円   81 百万円
　②債務保証及び損失補償に係るもの    482 百万円     0 百万円
　③利子補給等に係るもの  2,316 百万円 354 百万円

※表中の比率は、四捨五入の関係上合計とは一致し
　ない場合があります。
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服
部
敏
文
（
元
馬
場
班
）

馬
門
兼
次
（
元
水
ノ
手
班
）

２
号（
15
年
以
上
25
年
未
満
勤
続
）

西
之
園
知
己
（
元
上
町
班
）

西
村
勝
明
（
元
堂
崎
班
）

牟
田
島
勉
（
元
白
木
班
）

日
笠
直
（
元
篠
原
班
）

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

竿
頭
綬　

大
口
市
消
防
団

功
績
章　

中
越
勇
（
団
長
）

精
積
章　

脇
迫
勉（
北
部
分
団
長
）

勤
続
章
（
30
年
勤
続
）

渕
之
上
俊
典
（
第
１
分
団
長
）

西
博　

  

（
篠
原
班
部
長
）

○
九
州
整
備
局
長
表
彰

福
崎
和
美
（
第
三
分
団
長
）

耳
田
早
人
（
諏
訪
班
団
員
）

米
倉
公
雄
（
馬
場
班
団
員
）

○
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

黒
木
栄
一
（
第
１
副
分
団
長
）

西
之
園
知
己
（
上
町
班
団
員
）

中
満
浩
一
（
里
町
班
団
員
）

角
光
博  

（
郡
山
班
団
員
）

竹
下
秀
樹
（
郡
山
班
団
員
）

田
﨑
徳
文（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

松
田
秋
義（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

緒
方
重
則
（
尾
之
上
班
団
員
）

前
田
学  

（
尾
之
上
班
団
員
）

丸
田
正
一
（
尾
之
上
班
団
員
）

高
岡
公
紀
（
白
木
班
団
員
）

西
村
勝
明
（
堂
崎
班
団
員
）

樋
渡
一
博
（
北
部
分
団
班
長
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

竪
山
文
雄
（
第
２
副
分
団
長
）

内
村
伸
一
（
第
６
副
分
団
長
）

山
之
口
司
（
麓
班
部
長
）

西
榮
一
郎
（
宮
人
班
部
長
）

鬼
塚
浩
一
郎
（
上
町
班
班
長
）

福
元
俊
朗
（
目
丸
班
団
員
）

日
笠
直 

（
篠
原
班
団
員
）

松
元
政
文
（
篠
原
班
団
員
）

中
村
正
浩
（
牛
尾
班
団
員
）

出
水
義
和
（
平
出
水
班
団
員
）

山
之
氏
利
行
（
白
木
班
団
員
）

松
崎
満
（
川
南
分
団
長
）

米
元
均 

（
湯
之
尾
分
団
班
長
）

原
口
清
文
（
湯
之
尾
分
団
班
長
）

春
口
厚
志
（
中
央
分
団
団
員
）

○
県
知
事
表
彰

10
年
勤
続

髙
橋
保
（
尾
之
上
班
部
長
）

竹
下
政
文
（
青
木
班
班
長
）

高
松
賢
一
郎
（
上
町
班
団
員
）

吉
松
一
夫
（
水
ノ
手
班
団
員
）

橋
口
英
幸
（
水
ノ
手
班
団
員
）

中
山
浩
近
（
目
丸
班
団
員
）

中
野
祐
一
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

長
谷
川
守（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

内
村
武
人
（
石
井
班
団
員
）

平
江
久
人
（
堂
崎
班
団
員
）

川
野
光
広
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

江
﨑
俊
二
（
川
南
分
団
班
長
）

大
久
保
武
（
中
央
分
団
団
員
）

畑
田
満
（
川
南
分
団
団
員
）

川
村
浩
樹
（
北
部
分
団
団
員
）

【
平
成
21
年
消
防
出
初
式
表
彰
】

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐

　

支
部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

山
之
上
茂
（
第
９
副
分
団
長
）

出
水
隆
一
（
第
６
副
分
団
長
）

曽
木
敏
郎（
大
口
自
動
車
班
部
長
）

　

一
月
十
一
日
、
伊
佐
市
陸
上
競
技
場
で
平
成
二
十
一
年
伊
佐

市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
伊
佐
市
消
防
団
員
・
消
防
署
職
員

な
ど
約
四
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
中
行
進
、
羽
月
保
育
園
児
の
集
団
演
技
な
ど
で
始
ま
っ
た

式
典
で
は
、
規
律
訓
練
、
消
防
操
法
、
腕
用
ポ
ン
プ
の
実
演
、

梯
子
隊
の
演
技
な
ど
も
行
わ
れ
、
見
事
な
演
技
に
観
客
か
ら
た

く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
表

彰
も
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
階
級
は
受
章
時
の
も
の
）

伊
佐
市
消
防
出
初
式

平
成
�1
年

【
平
成
19
年
度
表
彰
】

（
平
成
20
年
４
月
17
日
表
彰
）

○
退
職
消
防
団
員
報
償
（
銀
杯
）

１
号
（
25
年
以
上
勤
続
）

永
里
盛
雄
（
元
中
央
班
）
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森
岡
浩
二
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

原
口
正
和
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

有
川
芳
久
（
下
手
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

生
駒
泰
志
（
第
２
副
分
団
長
）

瀬
﨑
智
明
（
水
ノ
手
班
部
長
）

中
村
守
男
（
小
木
原
班
班
長
）

江
﨑
俊
二
（
川
南
分
団
班
長
）

橋
脇
礼
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

兵
底
透
（
郡
山
班
団
員
）

池
田
浩
二
（
石
井
班
団
員
）

大
山
博
喜
（
小
木
原
班
団
員
）

島
内
雅
史
（
平
出
水
班
団
員
）

前
田
武
志
（
堂
崎
班
団
員
）

坂
元
初
実
（
宮
人
班
団
員
）

川
村
浩
樹
（
北
部
分
団
団
員
）

丸
山
賢
（
北
部
分
団
団
員
）

内
園
田
健
作
（
本
城
分
団
団
員
）

緒
方
裕
二
（
本
城
分
団
団
員
）

竹
内
幸
男
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

長
野
正
（
川
南
分
団
団
員
）

𠮷
永
好
郎
（
下
手
分
団
団
員
）

５
年
勤
続
章

宮
下
三
郎
（
下
手
分
団
団
員
）

西
別
府
丈
弥
（
青
木
班
団
員
）

酒
匂
嘉
之
（
小
木
原
班
団
員
）

湯
脇
政
人
（
崎
山
班
団
員
）

二
渡
直
規
（
北
部
分
団
団
員
）

福
永
慎
一
郎
（
下
手
分
団
団
員
）

森
山
謙
藏
（
元
町
班
部
長
）

宮
原
弘
通
（
上
町
班
班
長
）

坂
元
裕
二
（
宮
人
班
班
長
）

緒
方
光
弘
（
徳
辺
分
団
班
長
）

川
野
美
明
（
徳
辺
分
団
班
長
）

末
吉
浩
一
（
中
央
分
団
班
長
）

塚
元
雅
志
（
篠
原
班
団
員
）

外
山
哲
朗
（
中
央
班
団
員
）

村
岡
敏
徳
（
馬
場
班
団
員
）

森
岡
浩
二
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

有
川
芳
久
（
下
手
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

防
火
水
槽
用
地
提
供
者

　

口
健
（
大
口
小
木
原
）

前
原
賢
了
（
大
口
下
殿
）

冨
吉
良
一
（
菱
刈
下
手
）

消
防
団
員
協
力
事
業
所

伊
佐
農
業
協
同
組
合

住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
菱
刈
鉱

山退
任
消
防
後
援
会
長

有
薗
忠
敏
（
元
町
班
）

竹
之
内
昭
幸
（
木
ノ
氏
班
）

瀬
戸
口
照
記
（
土
瀬
戸
・
馬
場
班
）

30
年
勤
続
章

寒
川
勝
視
（
第
10
分
団
長
）

飯
田
利
美
（
第
９
分
団
長
）

大
迫
和
成
（
里
町
班
団
員
）

川
越
君
夫
（
諏
訪
班
団
員
）

鬼
塚
末
人（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

古
川
晴
朗（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

内
山
豊　

 

（
麓
班
団
員
） 

25
年
勤
続
章

久
木
田
和
美
（
湯
之
尾
分
団
長
）

今
村
謙
作
（
中
央
分
団
長
）

德
永
哲
朗
（
諏
訪
班
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

長
野
久
明（
中
央
分
団
副
分
団
長
）

作
道
泰
宏
（
堂
崎
班
班
長
）

道
川
内
睦
男
（
崎
山
班
班
長
）

樋
渡
一
博
（
北
部
分
団
班
長
）

森
博
幸
（
本
城
分
団
班
長
）

緒
方
新
一
郎
（
山
野
自
動
車
班
団

員
）

鈴
木
聖
治
（
小
木
原
班
団
員
）

折
小
野
昭
男
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

15
年
勤
続
章

曽
木
敏
郎（
大
口
自
動
車
班
部
長
）

牟
田
浩
一
（
白
木
班
部
長
）

土
瀬
戸
修
（
中
央
班
部
長
）

宮
原
弘
通
（
上
町
班
班
長
）

橋
口
博
文
（
白
木
班
班
長
）

沖
田
義
博
（
馬
場
班
班
長
）

末
吉
浩
一
（
中
央
分
団
班
長
）

緒
方
光
弘
（
徳
辺
分
団
班
長
）

川
野
美
明
（
徳
辺
分
団
班
長
）

上
村
利
広
（
諏
訪
班
団
員
）

緒
方
修
一
（
青
木
班
団
員
）

中
島
速
男
（
青
木
班
団
員
）

吉
満
清
司
（
青
木
班
団
員
）

井
立
田
正
（
尾
之
上
班
団
員
）

寺
師
友
明
（
平
出
水
班
団
員
）
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　昨年秋のプロ野球ドラフト会議において横浜ベイスターズ

に４巡目で指名された細山田武史選手。

　細山田選手は、父親の仕事の関係で小学５年生の春に鹿児

島市大龍小学校から大口東小学校へ転校。引越し作業の最中

に知人男性に連れて行かれたのが大口軟式野球スポーツ少年

団で、その日から団員に混じって練習しました。キャッチャー

を始めたのもこのころで、大口中学校までの５年間を大口で

過ごし、仲のいい友達もたくさんいて、大口は思い出の多い

まちだそうです。

　その後、鹿児島城西高校から早稲田大学へと進み、ハンカ

チ王子こと斎藤佑樹投手も信頼をよせる捕手として活躍、六

大学リーグでは２００７年春季リーグ戦首位打者や４季連続

ベストナインにも選ばれています。遠投は１２０ｍを投げる

強肩で、キャッチング能力やリード・打撃など評価が高く、

将来ベイスターズの正捕手へと大きな期待が寄せられます。

　今後の目標は「開幕を１軍で迎えられるようにがんばる。

また、健康に気をつけ、シーズンを通して活躍できる選手になりたい」と語ってくれました。

　細山田選手のプレーが一日も早くテレビ画面に映し出されることを願って、ここ伊佐から声援を

送りつづけたい。

プロ野球の世界へ踏み出す

横浜ベイスターズ  

細山田武史さん（22 歳）

▲ 5 月４日立教大学戦・細山田選手の好リードで勝利
　打撃でも３打数２安打２打点と大活躍

▲ 10 月 20 日明治大学戦
　  相手の攻撃を抑え、斎藤佑樹投手とタッチを交わす
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　新成人の門出を祝う成人式が、１月３日、伊佐市

文化会館で行われました。

　今年の新成人は男性２３８人、女性１９０人の計

４２８人（内２２９人が市内居住者）で、伊佐市が

誕生して初めての成人式に３２０人が出席しました。

　五菱太鼓の威勢の良い太鼓演奏で始まった式典で

は、甲斐惠子教育長から「成人式のスローガンであ

る”明日へ前進・夢成人”のようにあらゆる困難に

もめげず、自分自身の手で夢を掴んでください。」

とお祝いの言葉が贈られ、実行委員長の小薗加奈さ

んからは「どんな小さなことでもきちんと責任を果

たせる大人になりたい」と成人の抱負が述べられま

した。

　また、恩師からのビデオレターや小・中学校のア

ルバムの映像がスクリーンに映し出されると、会場

は笑いや懐かしいとの声が上がり、郷土出身の俳優

“榎木孝明さん”からのメッセージビデオも流れる

など、心に残る成人式となりました。

～明日へ前進・夢成人～

▲実行委員を務めた皆さん

▲五菱太鼓の演奏

▲320人が出席した式典

伊佐市成人式

▲先輩から歌のエール

▲各校区ごとに記念撮影

▲久々の再会に話が弾みます ▲記念に１枚「撮って～」
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ふるさとをつなぐ心の響き

　12 月 10 日、針持青少年センターで「針

持ニコニコ頭の体操教室」の閉講式が行われ

ました。

　全受講生 20 人に修了証書が手渡され、内

８人は皆勤賞。受講生からは、「生活に張り

ができ、参加して本当に良かった。サポータ

ーにやさしく指導していただきました。」「来

年も開講してください。」などの話が聞かれ、

針持コミュニティ協議会瀬戸口会長からは、

「自宅での、読み・書き・計算が大切です。

継続してください。」とお願いもありました。

　式典後は、鶏飯で昼食会も行われ、終始笑

いのたえない閉講式でした。

　12 月 13 日、「第８回いさ太鼓まつり」が伊佐市文

化会館で開催されました。

　演奏は「六龍太鼓」「セピア」「夢げん太鼓“チルド

ラ”“輝”」「響」「すぴか」「鼓動塾」「五菱太鼓」の順

に行われ、途中、ゲスト出演で熊本県から参加した秀

岳館高校「雅太鼓」も素晴らしい演奏を聞かせてくれ

ました。

　フィナーレは総勢１０５人の力強い共演で幕を閉

じ、演奏者と観客が一体となった『太鼓まつり』でした。

　「年末年始の交通事故防止運動」初日の 12 月 10 日、

市内のスーパーで市交通安全母の会の皆さんが「県下

一斉飲酒運転根絶運動キャンペーン」を行い、来店さ

れたお客さんへ飲酒運転「８（やっ）せん」運動チラ

シやポケットティッシュなどを配布しました。

　みんなで飲酒運転の怖さを再認識し、“絶対に飲酒

運転をしない・させない社会”にしたいものです。

飲酒運転は絶対だめ！

全員に修了証書

　12 月９日、「人権の花」運動閉会式が羽月

小学校で行われました。

　「人権とはみんなが幸せに生きる権利です」

と人権擁護委員の若松副会長から話があった

あと、人権作文コンテスト霧島地区大会優秀

賞の同校１年内村玲奈さんへ賞状が授与され

ました。

その他の優秀賞受賞者（敬称略）
小川奈美（大口小４年）・大浦美里（羽月北

小３年）・栗巢連（平出水小５年）・鍋池輝（山

野小４年）・松山峻平（田中小１年）・宮原樹（湯

之尾小５年）・内田秋穂（大口中３年）・岩元

佳奈（大口南中２年）

人権の花は『ひまわり』
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　１月５日、菱刈前目のＪＡ伊佐菱刈選果場

で「金山ねぎ」の初荷出発式が行われました。

　式典には生産農家や関係者など約 70 人が

参加し、熊本、鹿児島市場へ送られる“初荷”

を積んだトラックを見守りました。

　現在、市内全体では１１０戸の農家が金山

ねぎを栽培し、路地27ha、ハウス３haを栽培、

今年は約４００ｔの出荷を目指しています。

　１月６日、今年最初となる子牛のセリが菱

刈花北の伊佐家畜市場で行われました。

　初セリでは421頭のうち400頭が競り落と

され、最高値は雌976,500円、去勢682,500

円で、平均価格449,129円は昨年と比較する

と12万円以上も値を下げてはいますが、昨

年11月のセリと比較すると22,192円アップ

となっています。

　12 月 26 日から 28 日までの３日間、九州カヌー連

盟が主催する冬季合同合宿が湯之尾温泉旅館の立ち並

ぶ菱刈川北の菱刈カヌー競技場で行われました。

　冬場でも風の影響を受けにくいここでの合宿は５

回目を迎え、北は鳥取県、南は沖縄から 22 団体総勢

２２０人が参加、３日間で約１００km の“こぎ込み”

などを行って競技力の向上を目指し、また、選手間の

交流も図っています。

　練習後は温泉で体を温められるなど合宿には最適の

環境で、参加者は寒いなかにもかかわらず懸命にオー

ルを漕いでいました。

『金山ねぎ』の初荷出発 県内トップを切って子牛初セリ

九州カヌー冬季合同合宿が開催

営農組合で堆肥を散布　１月７日から９日まで、徳辺地区の圃場で堆肥散布

が行われました。

　『農地・農業は集落で守る』を目標に、小路集落営

農組合が徳辺・楠本にある圃場を対象に平成17年か

ら行っているもので、散布する農機具がない、高齢で

散布できない方々に代わり、農協から堆肥を購入し散

布を行っています。

　作業は委託された地区内の認定農業者が散布機（マ

ニアスプレッダー）で散布するもので、今回は申込者

19人、圃場55筆、面積１０.８ha、堆肥量約１４０ｔ

で、この期間、地区内の圃場は散布機を牽引したトラ

クターがひっきりなしに駆け回り散布していました。
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伊佐市誕生記念

第�0回菱刈剣道大会

　１月 12 日、伊佐市誕生記念第 30 回菱刈

剣道大会が、菱刈農業者トレーニングセンタ

ーで行われました。小雪の舞う寒い天候にも

かかわらず県内外から 95 チーム（小学男子

36、女子 18、中学男子 26、女子 15 チーム）

が参加し、日頃の鍛錬の成果を競いました。

結果は次のとおりです。

【小学生男子の部】　
優　勝　幸田小剣道スポーツ少年団（湧水町）

準優勝　高尾野剣道スポーツ少年団（出水市）

第３位　吉野正志剣道スポーツ少年団（鹿児島市）

第３位　高岡練士館　　　　　　　（宮崎市）

【小学生女子の部】
優　勝　富隈剣道スポーツ少年団　（霧島市）

準優勝　鹿児島横川剣　　　　　　（霧島市）

第３位　平佐西小剣道スポーツ少年団（薩摩川内市）

第３位　下水流剣道スポーツ少年団（出水市）

【中学生男子の部】　
優　勝　宮之城中学校　　　　　（さつま町）

準優勝　高岡中学校　　　　　　　（宮崎市）

第３位　城西中学校　　　　　　（鹿児島市）

第３位　栗野中学校　　　　　　　（湧水町）

【中学生女子の部】
優　勝　隼人中学校　　　　　　　（霧島市）

準優勝　日当山中学校　　　　　　（霧島市）

第３位　高岡中学校　　　　　　　（宮崎市）

第３位　菱刈中学校　　　　　　　（伊佐市） 　１月 14 日の夕方、金波田公民会、堂崎公

民会の子ども会が、小雨の振る中「モグラ打

ち」を行いました。

　「モグラ打ちゃ　とがなし、モグラびんた

うっがれ、もちょくれんな　うってくれんど、

粟もちゃ　いらんで、米もちょ　くいやんせ」

と子どもたちは大きな声で歌いながら、集落

内の家々の庭を叩いて回りました。

　モグラ打ちは、春の農耕を控え地中を荒ら

すモグラの害を防止するとともに、一年の豊

作を祈る行事で、市内でもいまは珍しい小正

月の行事です。

“粟もちゃいらんで、
米もちょくいやんせ”

小正月に“めのもち”

　１月 12 日、下目丸の永野治さん宅で、ジュ

ニアリーダークラブ輝楽星（きらぼし）の子

どもたちが“めのもち ( 繭の餅）”作りにチャ

レンジしました。

　これは「五穀豊穣」を祈願して榎の枝に紅

白のもちを花が咲いたように綺麗に飾り付け

る小正月の行事で、むかしはどの家庭でも行

われていましたが、最近は作る家庭が減って

いるようです。

　昔ながらの“めのもち”を作って、子ども

たちも正月行事を知る良い機会になったこと

でしょう。
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全国安全啓発活動表彰

全国老人クラブ連合会表彰

「楽らくスリム教室」
「脱メタボ教室」でバッチグー！

８人制女子サッカーで全国へ

　市内の女子小学生７人が所属するサッカー

チーム「鹿児島スポーツクラブＬＡＤＩＥＳ」

が、昨年 12 月に沖縄県で開催された九州大

会で準優勝し、２月 13 日から福島県で行わ

れる「第５回Ｊヴィレッジなでしこカップ全

国ガールズエイト（Ｕ－ 12）サッカー大会」

に出場します。

　伊佐の“なでしこ”たちの活躍を期待いた

します。（敬称略・写真左から）

久木山梨奈（羽月小６年）・濱口真美（羽月

北小６年）・有郷菜花（山野小５年）・吉野千

咲季（山野小５年）・西薗弥優（平出水小５

年）・森園彩加（平出水小５年）・栗巣稚葉（平

出水小４年）

　永年にわたり交通

安全啓発活動に尽力

されている石塚龍さ

ん（大口東）の功績

が称えられ、12月4

日に東京で開催され

た第35回交通安全

母親全国大会で表彰

状が贈られました。

　永年にわたり老人

クラブ活動の推進と

その育成発展に尽力

され、老人福祉の向

上に貢献された多賀

光治さん（大口）に、

全国老人クラブ連合

会から表彰状が贈ら

れました。

　本城楠原出身で現在奈良県に在住の臼木勝

雄さん（76 歳）が、永年にわたって宅地建

物取引業の発展に尽力された功績が認められ、

平成 20 年秋の褒章で黄綬褒章を受章しまし

た。

　１月４日、市内において地元知人らが集り

祝賀会が開かれ、会に先立ち「福祉のために

役立ててください」と、寄付金の贈呈も行わ

れました。

　本年度から開始された特定健診で特定保健

指導が必要とされた 79 人を対象に、運動指

導・栄養教室が大口元気こころ館とまごし館

で半年間開催され、12 月９日・11 日にそれ

ぞれ閉講式及び表彰式が行われました。

　保健師等の指導のもと脱メタボを目指し、

血液検査の数値や生活習慣が改善・努力され

た方々へ「正常値を“脂肪”したで賞」「お

腹もグー☆重さもグー☆バッチグー☆賞」「悪

玉撲滅賞」など微笑ましい賞が贈られ、会場

は満足そうな笑顔でいっぱいでした。

黄綬褒章を受賞
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係　

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
５
４

ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

黄
色
い
リ
ボ
ン
②
「
男
の
く
せ
に
…
女
の
く
せ
に
…
」	

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
消
費
者

が
い
っ
た
ん
申
込
み
や
契
約
を
し
た
場

合
で
も
、
契
約
後
一
定
の
期
間
で
あ
れ

ば
、
無
条
件
で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
の
は
ど
の

よ
う
な
場
合
？

▽
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
あ
る

　

こ
と
（
店
舗
販
売
や
通
信
販
売
に
は

　

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）

▽
契
約
書
面
を
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
一

　

定
期
間
で
あ
る
こ
と
（
訪
問
販
売
や

　

電
話
勧
誘
販
売
は
8
日
間
、
マ
ル
チ

　

商
法
や
内
職
商
法
は
20
日
間
で
す
）

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
は
？

　

必
ず
書
面
で
行
い
ま
す
。
証
拠
が
残

る
よ
う
に
配
達
記
録
郵
便
、
簡
易
書
留

又
は
内
容
証
明
郵
便
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

は
が
き
の
場
合
、
両
面
を
コ
ピ
ー
し
て

お
き
、
郵
便
局
の
受
領
証
と
と
も
に
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
（
信
販
会
社
）
に
も
同
様
の
通
知

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
第
２
回
目

の
テ
ー
マ
は
、「
男
の
く
せ
に
…
、
女

の
く
せ
に
…
」
で
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
、「
…
の
く
せ
に
」

と
い
う
言
葉
、
無
意
識
の
う
ち
に
発
し

た
り
耳
に
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
自
分
の
価
値
観
で
そ
の
人
の
行

動
を
否
定
し
た
り
、
自
分
の
や
り
た
い

事
を
自
由
に
選
べ
な
い
社
会
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

　

「
男
の
子
の
く
せ
に
料
理
す
る
の
？
」

「
女
の
子
の
く
せ
に
サ
ッ
カ
ー
す
る

の
？
」、
こ
の
言
葉
の
裏
側
に
隠
さ
れ

て
い
る
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

男
の
子
だ
か
ら
台
所
に
立
つ
の
が
お
か

し
い
こ
と
も
な
い
し
、
女
の
子
だ
か
ら

活
発
に
動
い
て
お
か
し
い
と
い
う
こ
と

も
な
い
の
で
す
。

　

幼
稚
園
や
保
育
園
、
学
校
で
は
男
女

が
共
に
通
い
、
等
し
く
教
育
を
受
け
ま

す
が
、
い
つ
し
か
、
も
の
の
見
方
・
考

え
方
・
も
の
の
言
い
方
な
ど
、
文
化
に

潜
む
性
の
役
割
分
担
意
識
へ
と
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。し
か
し
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

見
方
・
考
え
方
が
あ
っ
て
良
い
の
で
す
。

個
々
の
様
々
な
考
え
や
選
択
を
否
定
せ

ず
に
、「
い
い
ん
だ
よ
！
」
と
認
め
る

社
会
づ
く
り
を
心
掛
け
る
事
が
必
要
な

の
で
す
。

　

「
黄
色
い
リ
ボ
ン
」
は
、
あ
な
た
の

取
組
み
を
応
援
し
ま
す
！

男
女
共
同
参
画
関
連
講
座
の
開
催

「
身
近
に
あ
る
Ｄ
Ｖ
」

～
あ
な
た
の
大
切
な
人
は
大
丈
夫
？
～

開
催
日　

２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

２
月
28
日
（
土
）

時　

間　

14
時
～
16
時

場　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

女
性
サ
ロ
ン
室

　

女
性
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら

一
緒
に
考
え
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　

２
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

　

３
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

契
約
解
除
通
知
の
書
き
方
の
例

【
は
が
き
の
表
】

【
は
が
き
の
裏
】

必ず郵便局の窓口で配達記録
郵便（又は簡易書留）にする。

▽
業
者
宛

▽
信
販
会
社
宛

契約解除通知
契約年月日
商　品　名
価　　　格
担 当 者 名

上記日付の全ての契約を
都合により解除します。

平成　年　月　日
住所
氏名（契約当事者署名）印

必ずはがきの裏・表とも
コピーをとり保管する。

契約解除通知
契約年月日
商　品　名
価　　　格
販 売 店 名

上記日付の全ての契約を
都合により解除します。

平成　年　月　日
住所
氏名（契約当事者署名）印

認印でよい

宛
先
を
書
く

会
社
名代

表
責
任
者
殿

〒

個
人
名
は
書
か
な
い
こ
と
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私たちの学校生活
Our School Life!

田中小学校

体
験
で
心
キ
ラ
キ
ラ
田
中
っ
子

▲そばの実をたたき落として収穫する４年生

田中小学校
竹添 辰也  校長

　

「
桜
ら
ん
ま
ん
花
の
里　

大
き
く
か
か
る
春
の
虹
」

で
始
ま
る
本
校
の
校
歌
は
、
鹿
児
島
が
誇
る
児
童
文

学
作
家
、
椋
鳩
十
（
久
保
田
彦
穂
）
先
生
の
作
詞
に

よ
る
も
の
で
す
。
本
校
は
こ
の
歌
詞
の
よ
う
に
、
４

月
初
め
に
は
桜
の
花
に
包
ま
れ
る
創
立
１
３
４
年
を

迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

　

適
時
性
の
教
育
の
柱
と
し
て
、
全
校
児
童
１
３
５

名
で
詩
の
暗
唱
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
一
篇

ず
つ
学
年
に
応
じ
た
詩
が
課
題
に
出
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
一
生
懸
命
に
覚
え
ま
す
。
校
長
が
試
験
官
で

す
。
休
み
時
間
に
は
校
長
室
前
に
子
ど
も
た
ち
の
列

が
で
き
ま
す
。
学
期
末
に
合
格
証
を
渡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
自
然
と
豊
富
な
人
材
に
恵
ま
れ
、

三
年
生
は
大
豆
、
四
年
生
は
そ
ば
、
五
年
生
は
も
ち

米
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
種
ま
き
か
ら
収

穫
ま
で
昔
な
が
ら
の
方
法
で
行
い
、
先
人
の
知
恵
や

農
家
の
方
の
苦
労
や
工
夫
を
学
び
ま
す
。
こ
の
食
農

教
育
は
、本
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深

め
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
や
可
能
性
を
伸
ば

し
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

子どもたちの健やかな成長のために、体験を通し

ての多くの気づきや喜びを大切にしています。また、

やるべき事がしっかりとでき、守るべき事が実践でき、

個性を十分に発揮できて大きく伸びる田中っ子の育成

で、一人ひとりの心がキラキラと輝いて明るく活気に

満ちた学校づくりをめざしています。
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
１
７

お餅を食べるときは
気をつけて！

　

『
お
餅
』
が
お
い
し
い
こ
の
時
期
は
、
高

齢
者
の
餅
詰
ま
り
に
よ
る
窒
息
事
故
が
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
餅
を
喉

に
詰
ま
ら
せ
な
い
た
め
の
工
夫
と
喉
に
詰
ま

ら
せ
た
と
き
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

食
べ
る
前
に
工
夫
！

▽
お
餅
を
食
べ
や
す
い
大

　

き
さ
に
切
る
。

▽
水
分
を
と
っ
て
喉
を
う

　

る
お
し
、
通
り
を
よ
く

　

す
る
。

▽
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

詰
ま
ら
せ
た
と
き
の
対
処
方
法

　

初
期
の
応
急
処
置
に
よ
っ
て
救
命
率
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
場
に
い
る
人
の
行

動
が
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
気
分
を

落
ち
着
か
せ
て
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
到
着
を
待
つ
間
に
い
く
つ
か
の
対

処
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
行

い
ま
す
。

①
直
接
取
り
出
す

　

指
で
口
の
中
の
餅
が
取
れ
る
か
試
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
無
理
な
場
合
、
お
餅
を
奥
に
押

し
込
む
可
能
性
が
あ
る
た
め
す
ぐ
に
止
め
ま

し
ょ
う
。

②
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法

　

傷
病
者
の
後
ろ
か
ら
抱
え
る
よ
う
に
腕
を

回
し
、
片
方
の
手
の
握
り
こ
ぶ
し
の
親
指
側

を
み
ぞ
お
ち
の
や
や
下
方
に
あ
て
、
も
う
一

方
の
手
で
握
り
こ
ぶ
し
を
握
り
、
す
ば
や
く

内
上
方
へ
向
け
て
圧
迫
す
る
よ
う
に
押
し
上

げ
ま
す
（
図
１
）。

　

傷
病
者
の
状
況
に
よ
っ
て
座
位
に
よ
る
方

法
の
ほ
か
、
立
位
に
よ
る
方
法
や
、
仰
臥
位

に
よ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

意
識
が
な
い
場
合
や
妊
婦
、
１
歳
未
満
の

乳
児
に
は
行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

③
吸
出
し
法

　

気
道
を
確
保
す
る
よ
う
な
形
（
図
２
）
で
、

掃
除
機
の
細
い
吸
引
管
で
吸
い
付
け
ま
す
。

掃
除
機
を
口
の

中
に
入
れ
る
と

き
は
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
た
状
態

で
奥
の
方
ま
で

入
れ
て
か
ら
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
い
ず
れ
か
の

応
急
処
置
を
行
い
、
事
故
を
最
小
限
に
抑
え

ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
喉
に
詰
ま
ら
せ
や
す
い
も
の

　

高
齢
者
で
は
、
唾
液
の
分
泌
も
少
な
く
そ

し
ゃ
く
機
能
が
低
下
す
る
の
で
、
次
の
よ
う

な
食
べ
物
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

▽
い
か
や
た
こ
、
き
の
こ
類
、
ナ
ッ
ツ
類
、

　

海
苔
や
レ
タ
ス
、
パ
ン
、
ふ
か
し
芋
、
青

　

菜
類

　

食
事
の
際
に
は
、
お
茶
や
水
な
ど
で
口
の

中
を
湿
ら
せ
水
分
を
取
り
な
が
ら
食
べ
、
誤

嚥え
ん

・
窒
息
事
故
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

参
考

：

厚
生
労
働
省
食
品
安
全
委
員
会
ホ
ー

　
　
　

ム
ペ
ー
ジ

▲図１

▲図２
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図書館へようこそ
Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７

菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【２月の休館日】
２月   2 日（月）・9 日（月）・16 日（月）

　　 23 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
　２月 28 日（土）10:30 ～

【おすすめの一冊】
あいしてくれてありがとう／宮西達也　作・絵
　ひとりぼっちのパウパウサウルスにはじめてで

きたともだちは、おそろしいティラノサウルスで

した…。

　やさしい愛情物語。愛と涙がいっぱいのティラ

ノサウルスシリーズ第７弾。

【　児　童　】

宇宙の進化がわかる事典 縣秀彦

かんたん実験理科のタネ 小森栄治

かりんちゃんと

　　　　十五人のおひなさま
なかがわちひろ

しあわせ アンドレ・ダーハン

ランドセルがやってきた 村上康成

ハナと寺子屋のなかまたち 森山京

【　一　般　】

金魚生活 楊逸

ダブル・ファンタジー 村山由佳

猫を抱いて象と泳ぐ 小川洋子

ブロデックの報告書 フィリップ・クローデル

【今月の新刊本（大口図書館）】【ご利用案内】
本や資料を借りる時
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に住

所を有する人か伊佐市内に所在する職場・

学校に通勤・通学をされている人であれば

借りられます。

開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）

午前９時～午後５時（日曜、祝日）

休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）

年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【図書館へ献本】
永山保雄（尾之上）

滿薗學（牛尾）

久木田優（とどろ）
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伊佐市からのお知らせ

建築設計･施工･製材

住所:伊佐市大口小木原899
タケシタ有限

会社

ダンスの好きな方、
　一緒におどりませんか！

広告 広告

e-mail:ytake@takeshitanoie.jp

震えながら入ることは、
もうありません。

入浴前のスイッチポンで、わが家のお風呂はポカポカ！
寒～い冬でも、お風呂はいつも“常夏温度”です。

　第１･第３木曜日の午後、大口元気こころ館で
練習しています。会費制で、月２回で 1,500 円
です。是非見に来てください。
　発表会は年３回・４グループ
　合同で 20 曲ほど発表します。
　◇伊佐市文化会館
　◇大口元気こころ館
　◇忠元公園

ダンスサークル

モ ダ ン
ーガ ル

募　

集

県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
登
録

　

県
で
は
、
県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
順
位

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
登
録

は
抽
選
で
決
定
さ
れ
た
順
位
に
従
っ
て
空
き

家
の
紹
介
を
す
る
も
の
で
、
即
ま
た
は
必
ず

入
居
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
名

　

朝
日
団
地
・
八
坂
団
地
・
高
校
西
団
地
・

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
団
地
の
４
団
地

申
込
書
の
配
布
及
び
受
付

　

２
月
２
日
（
月
）
～
２
月
23
日
（
月
）

平
成
�1
年
度
の
本
城
幼
稚
園
児
募
集

　

平
成
21
年
度
の
伊
佐
市
立
本
城
幼
稚
園
の

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
受
付

け
ま
す
。
新
規
入
園
希
望
者
及
び
継
続
入
園

希
望
者
と
も
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
平
成
15
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児

保
育
料　

月
額
６
、１
０
０
円

保
育
時
間　

８
時
30
分
～
14
時
30
分

休
園
日　

土
・
日
・
祝
日

休
業
日　

３
月
26
日
～
４
月
８
日

　
　
　
　
　

７
月
21
日
～
９
月
10
日

　
　
　
　
　

12
月
25
日
～
１
月
10
日

定　
　

員　

60
人

申
込
期
間　

２
月
９
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

２
月
20
日
（
金
）

提
出
書
類

①
入
園
願
書
1
通
（
教
育
委
員
会
総
務
課
、

　

本
城
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。）

②
住
民
票
謄
本
1
通

申
込
先　

県
際
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
in
人
吉

　

人
吉
市
、
え
び
の
市
、
湧
水
町
、
伊
佐
市

で
構
成
す
る
九
州
南
部
「
川
と
森
」
県
際
交

流
推
進
会
議
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

3
月
15
日
（
日
）

行
き
先
及
び
内
容

　

青
井
阿
蘇
神
社
、
梅
花
の
渡
し
（
く
ま
川

下
り
）、
お
ひ
な
御
膳
・
温
泉
入
浴
・
市
街

地
散
策
、
石
野
公
園　

参
加
費
用　

４
、０
０
０
円

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
で
申
込
む

※
申
込
先
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

3
月
２
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
振
興
開
発
係

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
２
５
７

業
務
内
容

　

学
校
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し
た
児
童
・

生
徒
の
教
育
支
援
を
担
任
教
諭
の
指
示
の
も

と
行
う
。

勤
務
日
数　

年
間
約
２
０
０
日

※
原
則
と
し
て
小
・
中
学
校
の
登
校
日(

土
・

　

日
・
祝
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
は
除
く
）

勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
８
時
30
分
～
12
時
30
分(

１

日
４
時
間
）

応
募
資
格

①
伊
佐
市
内
及
び
近
郊
市
町
村
に
お
住
ま
い

　

で
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
の
保

　

有
者

③
②
の
資
格
に
関
わ
ら
ず
心
身
と
も
に
健
康

　

で
、
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な
人

募
集
人
員　

  

若
干
名

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書(

市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
２
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係

☎
㉖
１
５
３
２

伊
佐
市
立
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教

育
支
援
員
募
集

9
時
～
17
時

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く

抽
選
日　

３
月
５
日
（
木
）
14
時

申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
大
口
支
所

用
地
管
理
係　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
１
５
８

TEL：0995-22-0425
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お
知
ら
せ

　

大
口
地
区
営
林
署
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
伊
佐
地

区
植
樹
祭
に
併
せ
、
ボ
ケ
の
植
樹
や
愛
高

梅
園
を
一
般
開
放
し
、 

梅
と
太
鼓
の
共
演
、   

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会
を
開
催
し
、
そ
の

競
技
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
＝
一
本
の
丸
太
か
ら

　

動
物
な
ど
の
造
形
物
を
時
間
内
に
造
り
上

　

げ
、
出
来
ば
え
を
競
う
競
技
。

日　
　

時　

２
月
21
日
（
土
）
12
時
30
分
～

場　
　

所

　

大
口
百
年
の
森
林
（
愛
高
梅
園
内
）

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会

競
技
時
間　

13
時
～
14
時

募
集
定
員　

20
人
程
度

募
集
対
象
者　

チ
ェ
ン
ソ
ー
使
用
経
験
者

模
範
演
技
及
び
指
導

　

永
瀬
正
直
先
生
（
大
分
県
日
田
市
中
津
江

村
か
ら
来
場
）

申
込
締
切　

２
月
12
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会
開
催
及
び

競
技
大
会
参
加
者
募
集

業
務
内
容

　

大
口
南
中
学
校
の
遠
距
離
通
学
者
の
バ
ス

送
迎
運
転
業
務

勤
務
日
数　

年
間
約
２
０
０
日

※
原
則
と
し
て
中
学
校
の
登
校
日
（
土
・
日
・

　

祝
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
は
除
く
）。

勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
６
時
30
分
～
９
時
15
分
及
び

16
時
10
分
～
18
時
25
分

委
託
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
31
日

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格

　

１
月
１
日
現
在
で
伊
佐
市
に
住
所
を
有
し
、

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
元
年
3
月

　

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
大
型
免
許
証
取
得
の
人

③
健
康
で
責
任
感
の
あ
る
人

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
一
通
を
、
2
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務
委
託
員

（
運
転
手
）
募
集

　

教
育
委
員
会
総
務
課
又
は
本
城
幼
稚
園

※
伊
佐
市
立
本
城
幼
稚
園
管
理
規
則
の
規
程

　

に
よ
り
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係

☎
㉖
１
５
１
２
内

２
２
６
３

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
事
係

☎
㉖
１
５
３
２

　

国
指
定
重
要
文
化
財
郡
山
八
幡
神
社
は
、

日
本
最
古
の
焼
酎
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

伊
佐
地
方
は
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
郡
山
八
幡
神
社
の
社
務
所
で

焼
酎
文
化
・
歴
史
講
座
を
行
い
ま
す
。

日　
　

時　

２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時
10
分

会　
　

場

　

郡
山
八
幡
神
社
社
務
所
（
伊
佐
市
大
口
大

田
１
５
４
９
番
地
）

講　
　

師

　

鮫
島
吉
廣
先
生
（
鹿
児
島
大
学
焼
酎
製
造

学
研
究
室
教
授
）

対
象
者　

小
学
生
５
年
生
以
上
の
方
々

内　
　

容　

▽
伊
佐
焼
酎
談
義

　

鮫
島
先
生
の
司
会
で
、
市
内
焼
酎
メ
ー
カ
ー

3
社
（
伊
佐
錦
・
伊
佐
美
・
伊
佐
大
泉
）
の

代
表
者
に
伊
佐
焼
酎
の
特
徴
、
焼
酎
の
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
く
。

▽
焼
酎
文
化
・
歴
史
講
座

「
郡
山
八
幡
神
社
焼
酎
文
化
・
歴
史

講
座
」

～
日
本
最
古
の
焼
酎
文
字
が
あ
る
神
社
か
ら
～

▽
日
本
最
古
焼
酎
文
字
、
関
係
資
料
の
展
示

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
電
話
で
申
し
込

み
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
６
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　

２
月
13
日
（
金
）

※
９
日
（
休
館
日
）
は
除
く
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
大
口
図
書
館
（
大
口
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
２
階
）　
　
　
　
　

 

☎
㉒
０
４
１
７

日　
　

時　

２
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

開
場
13
時
30
分　

開
演
14
時

会　
　

場　

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

演
奏
曲　

　

コ
ン
ク
ー
ル
曲
「C

ib
a
v
it e

o
s

」、
レ
ク

イ
エ
ム
よ
り
「In

tro
it

」「K
y

rie

」、
ノ
ス

タ
ル
ジ
ア
よ
り
「
赤
と
ん
ぼ
」「
み
か
ん
の

花
咲
く
丘
」「
村
の
鍛
冶
屋
」、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

曲
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」「
夜
霧
よ
今
夜

も
有
難
う
」　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
混
声
合
唱
団
（
団
長
市
来
）

☎
㉖
５
３
５
０

伊
佐
混
声
合
唱
団
第
３
回
定
期
演
奏

会

☎
㉒
３
９
３
７
（
石
原
）

☎
０
９
０
・
９
５
８
９
・
９
１
３
２
（
乙
津
）
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日　
　

時　

２
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

受
付
13
時
～

　
　
　
　
　

開
始
13
時
30
分
～

場　
　

所

　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
多
目
的
ホ
ー
ル

講
演
内
容

　

「
元
気
高
齢
者
１
０
０
歳
を
目
ざ
し
て
」

～
こ
れ
か
ら
の
求
め
ら
れ
る
医
療
と
介
護
～

講　
　

師

　

大
園
清
信
先
生
（
県
議
会
議
員
・
医
学
博

士
・
麻
酔
専
門
医
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
）

対
象
者　

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
申
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

介
護
老
人
保
健
施
設
は
や
ひ
と☎

㉒
８
０
０
０

第
３
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
会

第
�0
回
姶
良
伊
佐
地
区
青
年
祭

日　
　

時　

３
月
８
日
（
日
）
９
時
30
分
～

場　
　

所

　

伊
佐
市
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

出
演
者　

　

姶
良
伊
佐
地
区
青
年
団
連
絡
協
議
会
の
加

盟
団

内　
　

容

　

演
劇
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
の
ど
自
慢
・

展
示
（
文
化
、
美
術
）
等
（
他
団
体
に
よ
る

出
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
）

　

自
宅
で
の
自
立
し
た
生
活
が
長
く
安
心
し

て
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
身
の
健
康
管
理
を

は
じ
め
介
護
・
福
祉
・
保
健
な
ど
、
高
齢
者

に
か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
保
健
や
福

祉
の
専
門
職
が
気
軽
に
応
じ
ま
す
。

　

利
用
料
金
等
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

介
護
予
防
巡
回
相
談
〝
か
た
い
（
語

り
）
庵
〟
を
開
設

２
月
の
児
童
手
当
支
給
日
に
つ
い
て

　

年
３
回
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
10
月
～
1

月
分
の
支
給
日
は
２
月
15
日
で
す
が
、
当
日

が
日
曜
日
の
た
め
、
２
月
13
日
（
金
）
が
支

給
日
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
２
６
２

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
県
民
の
皆

さ
ま
に
相
続
登
記
を
放
置
せ
ず
に
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
登
記
手
続
を
行
う
こ
と
を
勧

め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
活
動
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間　

２
月
１
日
～
２
月
28
日

相
談
対
象

　

相
続
登
記
並
び
に
相
続
に
ま
つ
わ
る
相
談

実
施
方
法

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
所
属
の
会
員
事
務

所
に
お
い
て
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
９
・
２
５
６
・
０
３
３
５

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
外
地
か

ら
の
引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
の
「
ご
本
人
」
に
「
特
別
慰
労
品
」
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
早
目
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
書
類
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
支
援
係

（
大
口
庁
舎
）
及
び
保
健
福
祉
課
福
祉
係
（
菱

刈
庁
舎
）
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
（
平
日
９

時
15
分
～
17
時
15
分
）

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の
受
付
が
３

月
�1
日
で
終
了
し
ま
す

募
金
期
間　

２
月
１
日
～
４
月
30
日

　

「
緑
の
募
金
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
・
ご
協
力
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
森
林
整
備
活
動
や
国
際
緑
化
活
動
に
活

用
さ
れ
る
ほ
か
、
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
の
緑
化
推
進
活
動
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
よ
る
街
路
緑
化
活
動
な
ど
へ
の
交
付
金
と

し
て
還
元
さ
れ
ま
す
。

　

み
ど
り
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
の
た
め
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相

談
に
来
ら
れ
る
際
は
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

対
象
者　

　

65
歳
以
上
の
人
又
は
そ
の
家
族
や
関
係
者

２
月
の
巡
回
相
談
日

▽
田
中
ふ
る
さ
と
館　

　

５
日
（
木
）
９
時
30
分
～
11
時

▽
本
城
地
区
集
会
施
設

　

５
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

▽
湯
之
尾
校
区
公
民
館

　

12
日
（
木
）
９
時
30
分
～
11
時

▽
菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　

12
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

問
い
合
わ
せ
先

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
１
３
１
１
内

２
１
７
３

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
大
口
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
内
）　
　
　
　

 

☎
㉒
１
６
１
３
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誕　

生

（
12
月
１
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

丸
山　

ミ
ト　
　
　

97　

（
中
目
丸
）

田
之
上　

喜
久
男　

74　

（
陣
之
尾
）

吉
加
江　

美
津
子　

91　

（
舟
ノ
川
）

多
賀　

フ
ミ
子　
　

90　

（
こ
と
ぶ
き
園
）

竹
下　

幸
男　
　
　

72　

（
木
崎
）

大
薗　

ミ
チ
子　
　

89　

（
里
町
）

平
田　

國
彦　
　
　

86　

（
西
原
）

髙
松　

ト
シ
子　
　

84　

（
新
青
木
）

小
谷　

清
盛　
　
　

91　

（
西
水
流
）

溝
口　

利
秋　
　
　

80　

（
上
木
ノ
氏
）

益
園　

松
雄　
　
　

84　

（
上
目
丸
）

山
野
地
区

新
薗　

柾
義　
　
　

86　

（
上
之
馬
場
）

松
田　

亨　
　
　
　

72　

（
敬
寿
園
）

無
田　

マ
ツ　
　
　

82　

（
向
江
）

近
藤　

隆　
　
　
　

81　

（
本
町
）

大
樅　

ア
キ
ノ　
　

95　

（
本
町
）

羽
月
地
区

小
浦　

三
郎　
　
　

91　

（
包
ノ
原
）

加
治
屋　

敏
子　
　

87　

（
大
島
北
）

近
藤　

ヒ
デ
子　
　

76　

（
大
住
）

川
﨑　

タ
メ　
　
　

95　

（
白
木
）

鍬
野　

榮　
　
　
　

85　

（
大
島
北
）

瀬
戸
山　

テ
ル　
　

97　

（
下
殿
）

祖
母
仁
田　

印　
　

84　

（
崎
山
）

西
太
良
地
区

尾
口　

幸
子　
　
　

69　

（
高
塚
）

髙
城　

ヒ
デ　
　
　

91　

（
釘
野
々
）

菱
刈
地
区

上　

直
衛　
　
　
　

95　

（
湯
之
元
）

千
知
岩　

ユ
キ　
　

80　

（
本
町
）

山
下　

計
佐
一　
　

89　

（
徳
辺
上
）

黑
木　

イ
マ　
　
　

93　

（
岩
坪
）

末
吉　

千
香
夫　
　

72　

（
上
市
山
）

川
畑　

新
藏　
　
　

70　

（
前
目
下
）

 

寄　

付

清
水　

實
則　
　
　

91　

（
下
手
浜
場
）

新
原　

フ
ヂ　
　
　

93　

（
田
中
中
）

春
田　

エ
ミ　
　
　

85　

（
岩
坪
）

横
手　

春
樹　
　
　

30　

（
共
進
）

窪
田　

タ
ミ
子　
　

77　

（
徳
辺
上
）

眞
正　

ヒ
ル　
　
　

90　

（
本
町
）

前
田　

敏
子　
　
　

76　

（
荒
田
下
）

竹
下　

潤
子　
　
　

72　

（
重
留
西
）

永
重　

禮
子　
　
　

83　

（
下
手
前
目
）

井
上　

文
男　
　
　

86　

（
鵜
泊
）

松
﨑　

繁　
　
　
　

81　

（
岩
坪
）

　２００９年の県民体育大会は伊佐地区を中心に開催されます。

　伊佐市誕生という新しい節目の第一歩として、伊佐市民一丸となって大会参

加者を心さわやかにお迎えし、美しい伊佐市を広く紹介しましょう！

さわやか県体�009  「走れ  とべ  みどりの風と手をつなごう」

平成 �1 年９月 19 日（土）・�0 日（日）
※ 1� 日（金）はゴルフ競技を予定しています。

問い合わせ先　市教育委員会市民スポーツ課（菱刈庁舎）　　　　　　　☎㉓１３１１内２２１１

第63回県民体育大会伊佐大会

伊佐県体について
は、今後、本広報紙
等で随時お知らせし
ていきます。

南
フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

旧
大
口
市
に
て

元
山
明
男
さ
ん
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

福
本
末
雄
さ
ん
（
岡
山
県
）

谷
川
克
子
さ
ん
（
大
阪
府
）

舟
ノ
川
ヨ
シ
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

中
玉
利
見
國
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

北
渡
瀬
力
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

訂
正
と
お
詫
び

　

「
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
１
月
15
日
号
」

８
頁
の
２
月
伊
佐
市
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
５

日
（
木
）
の
行
政
相
談
会
場
を
誤
っ
て
ま

ご
し
館
と
掲
載
し
ま
し
た
。
当
日
の
会
場

は
『
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
』
で
す
。

　

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

お
く
や
み

（
12
月
１
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

東　

佐
羽
（
博
和
・
金
波
田
上
）

下
平　

花
夢
（
悟
・
崎
山
東
）

福
元　

順
樹
（
和
博
・
朝
日
町
）

小
迫　

愛
里
（
真
市
・
馬
渡
）

廣
原　

侑
里
菜
（
誠
・
高
柳
）

萩
峯　

脩
介
（
利
生
・
大
島
南
）

山
口　

莉
久
（
雄
生
・
山
田
中
原
）

有
郷　

莉
麻
（
利
久
・
小
木
原
上
中
）

森
元　

愛
葵
（
純
治
・
諏
訪
馬
場
）

中
水
流　

快
晴
（
信
一
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

山
口　

幸
大
（
賢
太
郎
・
里
町
）

山
口　

直
大
（
賢
太
郎
・
里
町
）

内
田　

雪
月
（
一
也
・
下
名
）

末
廣　

紫
乃
（
利
昭
・
青
木
元
下
）

中
渡　

南
翔
（
巧
・
諏
訪
馬
場
）

上
ノ
原　

大
翔
（
勇
一
・
肱
曲
）
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人口のうごき

編
集
後
記

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
の
兆
し
を

み
せ
て
い
ま
す
。
例
年
流
行
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
Ａ
ソ
連
型
、

Ａ
香
港
型
、
Ｂ
型
の
３
種
類
で
、
今
の

と
こ
ろ
Ａ
ソ
連
型
が
流
行
し
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
「
タ
ミ
フ
ル
」
が
効

か
な
い
、
あ
る
い
は
効
き
に
く
く
、
死

亡
す
る
事
例
も
出
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
予
防
対
策
と
し
て
は
、
空

気
が
乾
燥
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
が

活
発
に
な
る
の
で
、
室
内
の
湿
度
を
50

～
60
％
に
保
ち
、
外
か
ら
帰
っ
た
ら
必

ず
う
が
い
と
十
分
な
手
洗
い
（
20
秒
以

上
）
を
行
い
、
ま
た
、
十
分
な
栄
養
と

休
養
を
と
っ
て
、『
か
か
っ
た
か
な
』

と
思
っ
た
ら
、
単
な
る
「
か
ぜ
」
と
軽

く
考
え
ず
、
す
ぐ
に
病
院
で
診
察
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

【今月の表紙】

　無病息災と今年 1 年の無事を願って行われ

る正月の風物詩“鬼火焚き”。

　市内にもこの伝統行事を続けている地域は多

く残されていて、正月に里帰りをした帰省客な

ども参加して、皆で一年の無事を願いました。

大口山野の上松公民会“鬼火焚き”

H�1．１．１現在（前月比）

総人口　31,038人　  （－30）
　男　　14,285人　  （－13）
　女　　16,753人　  （－17）
世帯数　14,477世帯  （－22）

◆ ◆

広
報
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さ
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